
平成 28 年度文部科学省機能強化経費 

「日本における次世代対応型教育モデルの研究開発」プロジェクト 

【OECD との共同研究】 

〔ＦＤ研修会認定〕 

 

部門間交流会の開催について 
 

この度、次世代教育研究推進機構では、研究活動内容を紹介し、内容に対するご意見や疑問

点などの議論を深める会を企画しました。 

現在、機構には３つの部門があり、部門１は教科等の指導を通じたコンピテンシー（知識・

汎用的スキル・態度/価値）の育成研究、部門２は評価方法研究（自己評価、ICT 活用評価、パ

フォーマンス評価など）、部門３は道徳と特別活動の評価研究、を行っています。 

今回、これら３つの研究の経過と成果についての情報交換と議論を行い、今後の研究展開に

活用することを目的に交流会を実施いたします。会には、機構の担当者だけでなく、大学及び

附属学校教員の皆様に広くご参加いただきたく、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

【日時】：平成 29年 2月 22 日（水）16:00～18:05 

 

【会場】：本学講義棟 Ｎ４１１ 

 

○話題提供 

 

①部門 1：16:00-16:25, 

部門 1特別 WG:「好奇心を中心に」 

細川太輔(国語科教育学)、鎌田正裕(理科教育学)、荒井正剛(社会科教育学)、 

西村徳行(美術科教育学)、鈴木 聡(体育科教育学)、柄本健太郎(教育心理学) 

 

②部門 1：16:25-16:50 

「収録授業の効果測定について」  専門研究員 藤川和俊(体育歴史学) 

 

③部門 2：16:50-17:15, 

「附属大泉小学校の探究学習で育む資質・能力の検討」 梶井芳明(教育心理学) 

 

④部門 2：17:15-17:40, 

「アクティブ・ラーニングの学習評価のモデル化」 森本康彦(教育工学) 

 

⑤部門 3: 17:40-18:05 

「道徳と特別活動の評価に向けたテキスト分析」 

林 尚示(学校教育学)、松尾直博(臨床心理学) 

 

各発表 25分程度(発表 15分+質疑応答 10分) 

 

〇全学からの参加自由 

※なお、話題の内容・時程等、都合により部分変更する場合もありますことをご承知おきく

ださい。 

 

〇お問い合わせ先：次世代教育研究推進機構事務室(内線 7924) 


